
科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 １ 時間数 １５ コマ数 7 区分

科目目標

使用教材

評価方法

4/12(火) 3校時 4/13(水) 3校時 4/14(木) 3校時 4/26(火) 2,3校時 7/12(火) 3校時

7/19(火) 3校時

　

科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 １ 時間数 １５ コマ数 ７ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

4/12(火) 2校時 4/14(木) 2校時 4/15(金) 2校時 4/26(火) 1校時 4/27(水) 2校時

4/28(木) 1校時 5/13(金) 1校時

７．本県の園芸 (1)概況

講師が配布する資料他

出席率７０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

講義日程

５．園芸作物の作型と栽培基礎 (1)栽培管理

６．環境と施設園芸 (1)環境

(2)施設園芸

３．園芸作物の育種と繁殖 (1)育種と繁殖

４．園芸作物の生長と栄養 (1)生長と発育

(2)栄養

講義 必修（園芸学部）

　野菜，果樹，花き栽培の基礎知識と本県園芸の概況について学習する。

科目内容

単元 授業内容

１．本県園芸の現状と今後の方向 (1)概況

２．園芸の特徴と分類 (1)園芸作物の種類と分類

講義日程

園芸概論 専門科目 １学年前期

農業大学校園芸学部長 講堂

７．大豆の栽培と利用 (1)大豆の特徴，栽培，利用

「新版　作物栽培の基礎」（農山漁村文化協会）

出席率７０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

４．イネの栽培と利用(1) (1)稲作の歴史，イネの特徴

５．イネの栽培と利用(2) (1)イネの栽培，利用

６．麦類の栽培と利用 (1)麦類の特徴，栽培，利用

(2)世界，日本の食用作物生産，需給

２．作物の特性と作物生産(1) (1)栄養生長，生殖生長，栽培環境

３．作物の特性と作物生産(2) (1)栽培環境，作物の品種，土地利用

農業大学校水田経営学部長 講堂

講義 必修（水田経営学部）

　水稲を中心とした品種，栽培方法等生産技術の基礎知識を習得し，併せて食用作物の現状と課題についても理解を
深める。

科目内容

単元 授業内容

１．作物分類と食用作物の生産状況 (1)作物の分類法

（２）専門科目

作物概論 専門科目 １学年前期



　

科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 １ 時間数 １５ コマ数 ７ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

4/12(火) 4校時 4/13(水) 4校時 4/14(木) 4校時 4/26(火) ４校時 5/6(金) 3校時

7/19(火) 4校時 7/27(水) 4校時

　

科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 ２ 時間数 ６０ コマ数 ３０ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

講義日程 一部，４班（Ａ班，Ｂ班，Ｃ班，D班）に分けて実施する。

講師が配布する資料

出席率８０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

(2)ポップを活用した商品ＰＲ法

(3)販売価格設定・市況調査，接客方法

４．マーケティング演習 (1)消費者ニーズの把握とマーケティング戦略

(2)流通の概念と農産物流通の特色

２．農産加工実習 (1)食品加工・販売と関係法令，遵守事項

(2)農産加工実習（米粉パン他）

３．農産物直売所開設・運営実習 (1)直売所の開設と運営

講義・実習 必修

　アグリビジネス（農業関連事業）の内容や取り組み方を理解し，事業を展開する上で必要な基本的知識を習得し，農産
物の付加価値づくりを農産加工実習や直売所の開設・運営の実践を通して理解する。

科目内容

単元 授業内容

１．農産物の付加価値づくり (1)アグリビジネスと農業経営

(2)農業の６次産業化

講義日程

アグリビジネス論 専門科目 １学年前・後期

紺野  あけみ  氏  ＰＯＰ広告クリエーター，木須  紀子  氏  キャリアデザイン実
践研究所代表を実務経験者として招聘
県観光課職員，農業大学校アグリビジネス学部長

講堂，食実験室
農産加工棟

７．畜産物の生産システム (1)乳牛の生産システム　(2)肉牛の生産システム

(3)豚肉の生産システム　(4)鶏肉・鶏卵の生産システム

「新版　家畜飼育の基礎」（農山漁村文化協会），参考図書「ぜひ知っておきたい日本の畜産」(幸書房），「畜産学入門」
（文永堂出版）

出席率７０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。
家畜人工授精師講習会受講時の免除科目

５．飼料作物の生産と利用 (1)飼料作物の種類

(2)飼料作物の調製と貯蔵

６．家畜ふん尿の処理と有効活用 (1)家畜ふん尿処理の現状　(2)家畜ふん尿の処理の方法

２．家畜の品種改良と繁殖 (1)乳牛　（２）肉牛　(3)豚　(4)鶏

３．家畜の形態と生理 (1)乳牛　（２）肉牛　(3)豚　(4)鶏

４．家畜の管理と衛生 (1)乳牛　（２）肉牛　(3)豚　(4)鶏

農業大学校畜産学部長 講堂

講義 必修（畜産学部）

　本県の畜産の現状，家畜・家きんの形態と生理,品種改良,繁殖,疾病,飼料組成とその消化など，家畜・家きん生産の全
般に渡って紹介する。

科目内容

単元 授業内容

１．畜産の役割と動向 (1)動物生産の歴史　(2)本県畜産の特徴と動向

畜産概論 専門科目 １学年前期



科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 ３ 時間数 １０５ コマ数 52 区分

科目目標

使用教材

評価方法

講義日程 一部，４班（Ａ班，Ｂ班，Ｃ班，D班）に分けて実施する。 12/13(火) 2～4校時 （有害鳥獣対策）

科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 1 時間数 ３０ コマ数 １５ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

講義日程 ４班（Ａ班，Ｂ班，Ｃ班，Ｄ班）に分けて実施する。

「新版　農業機械の構造と利用」（農山漁村文化協会），講師の配布する資料

出席率８０％以上の学生に対し，受講態度及び試験等で評価する。

３．農業機械の取り扱いと農作業安全 (1)トラクターの基本操作，農作業安全

４．農業機械の利用と点検 (1)トラクターの点検整備とロータリー脱着等

５．農作業機械の取り扱いⅡ
(1)トラックへの積み下ろしとロープ等による固定，トラクターの耕耘実習

演習 必修

　農業機械の作業方法及び安全知識等に関する学習を通して，農業機械の効率的な利用を図る能力及び安全な操作
技術を身につける。

科目内容

単元 授業内容

１．農業機械利用の意義，事故防止 (1)農業機械概論（講義）

２．農作業機械の取り扱いⅠ (1)刈り払い機の安全な使用と取り扱い実習

講師の配付する資料

出席率８０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

農業機械基礎 専門科目 １学年前・後期

農業大学校教務部職員 ５０１・講堂，ほ場　等

(5)プロジェクトまとめ

(6)プロジェクト学習発表会

４．鳥獣害対策 (1)鳥獣害の現状及び対策と狩猟免許

３．農学基礎 (1)プロジェクト学習の進め方・プロジェクトテーマ設定

(2)実験・実習器具の取扱い

(3)栽培研究（ほ場作り，播種，潅水，除草，施肥，収穫等）

(4)調査・分析について

講義・実習 必修

　農作物栽培や家畜飼育に必要な基礎的知識・技術及び管理機操作の基本を体得する。
　また，プロジェクト学習法により課題解決能力を養う。

科目内容

単元 授業内容

１．稲作基礎 (1)育苗管理と田植え

２．畜産基礎 (1)畜産関連施設視察

農学基礎実習 専門科目 １学年前・後期

県庁担当課職員，東北野生動物保護管理センター職員，農業大学校
教務部職員

ほ場・講堂など



科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 １ 時間数 ４５ コマ数 ２２ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

講義日程 ４班（Ａ班，Ｂ班，Ｃ班，Ｄ班）に分けて実施する。

科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 ３ 時間数 ９０ コマ数 ４５ 区分

科目目標

科目内容

使用教材

評価方法

11/22(火) １～２校時 11/29(火) 1～2校時 12/1(木) １～２校時 12/5(月) 1～2校時 12/6(火) 1校時

12/9(金) 1～2校時 12/12(月) 1～2校時 12/16(金) 1～2校時 12/19(月) 1～2校時 12/20(火) 1～2校時

1/16(月) 1～2校時 1/18(水) 2～3校時 1/19(木) 1～2校時 1/20(金) 1～2校時 1/30(月) 1～２校時

1/31(火) 1～2校時 2/2(木) 1～2校時 2/3(金) 1～2校時 2/7(火) 1～2校時 2/8(水) 1～２校時

2/9(木) 1～2校時 2/10(金) 1～2校時 2/13(月) 1～2校時

「全経　簿記能力検定試験最新過去問題集　３級」（全国経理教育協会）
「ALFA３級課程商業簿記（問題集，解答集含む）」（大原簿記専門学校）

出席率８０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

講義日程

５．その他の勘定の記帳方法 (1)債権および債務の記帳方法

(2)収益諸勘定および費用諸勘定の記帳方法

６．主要簿および補助簿 (1)損益計算書および貸借対照表の作成

２．取引・仕訳・勘定・試算表 (1)取引，仕訳，勘定口座への記帳方法，試算表

３．商品売買の記帳方法 (1)商品売買，取引運賃および発送費の記帳方法

４．現金および預金・手形の記帳方法 (1)現金および預金，手形の記帳方法

　簿記の必要性・重要性を認識するとともに，複式簿記の原理と記帳の実際を学び，全経簿記３級の取得を目指す。

単元 授業内容

１．簿記の目的 (1)簿記の目的

(2)経営成績および財政状態を明らかにする方法

簿記基礎 専門科目 １学年後期

竹村　幸生　氏
仙台大原簿記情報公務員専門学校職員・実務経験者として招聘

講堂

演習 必修

「新版　農業機械の構造と利用」（農山漁村文化協会），講師の配布する資料

出席率９０％以上の学生に対し，受講態度及び受験結果で評価する。

(3)スピード走行

２．免許取得にむけた総合演習 (1)トラクター運転コースの走行

(2)実技模擬試験

(3)免許センター実技試験

実習 選択

  大型特殊自動車免許(農耕用車限定)取得のための，操作技術を習得する。

科目内容

単元 授業内容

１．大型トラクターの運転基本操作 (1)道路運送車両法と道路交通法による特殊車両の区分

(2)ハンドル，アクセル，ブレーキ，クラッチ等の具体操作

大型トラクター免許 専門科目 １学年前・後期

農業大学校教務部職員 トラクター運転コース　等



科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 １１ 時間数 402 コマ数 ２１０ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

4/14(木) １校時 4/21(木) ３～４校時 4/25(月) １校時 5/6(金) １校時

7/25(月) １～２校時 8/17(水) １校時

開始式 9/5(月) ～ 終了式 10/7(金)

科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 ２ 時間数 ３０ コマ数 １５ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

4/18(月) 4校時 4/19(火) 1～2校時 4/27(水) 3～4校時 5/2(月) 3～4校時 5/11(水) 3～4校時

5/12(木) 1～2校時 6/3(金) 1～2校時 6/24(金) 1～2校時
講義日程

(3)第4類の危険物

４．危険物に関する法令

「乙種第四類危険物取扱者試験参考書　みちしるべ」（仙台市防災安全協会）

出席率７０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

(2)消火

３．危険物の性質と火災予防 (1)危険物

(2)危険物各類の性質

(2)熱

(3)一般化学，無機化学，有機化学

２．燃焼と消火 (1)燃焼

佐藤　昌之　氏，中山　透　氏
公益社団法人仙台市防災安全協会職員を招聘
農業大学校教務部職員

講堂

講義 選択

　物理学と化学の基礎知識を学ぶとともに，危険物取扱者（乙4類）の資格取得を目指す。

科目内容

単元 授業内容

１．基礎物理・基礎化学 (1)物質の三態

講義日程
講　　義

ほか，班毎（Ａ班，Ｂ班，Ｃ班，Ｄ班）に実施

体験学習期間

危険物取扱者講座 専門科目 １学年前期

４．学習内容の発表 (1)学習内容のまとめ

(2)学習内容の発表

講師が配布する資料

体験学習を終了した学生に対し，学習態度，提出物，発表内容等で評価する。

３．先進農家での体験学習 (1)農家の生産技術や経営管理の把握

(2)農家生活及び農村社会の実態把握

(3)農業施設等の調査

(2)先輩の体験談

２．農業改良普及センター訪問 (1)管内農業の現状把握

(2)農業改良普及センターの業務把握

農業大学校教務部職員
講堂，５０３教室

体験学習先農家　ほか

講義・演習・実習 必修

　先進的な農業経営を営む農業者のもとで高度な生産技術，経営管理の実際と考え方を学び，農業及び農家生活に対
する理解とたくましい人生観を培う。

科目内容

単元 授業内容

１．体験学習に向けて (1)体験学習への心構えと学習計画

先進農業体験学習 専門科目 １学年前・後期



科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 １ 時間数 １５ コマ数 ７ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

10/11(火) 3～4校時 10/12(水) 1～3校時 　

12/5(月) 3～4校時

科　目　名 時　期

講　　　師 教　　室

単　位　数 １ 時間数 １５ コマ数 7 区分

科目目標

使用教材

評価方法

講義日程 8/29(月) 1～2校時 8/30(火) 1～2校時 8/31(水) 1～2校時 9/1(木) 1校時

「図解でよくわかる病害虫の基本」（誠文堂新光社）

出席率７０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

４．園芸作物の主要病害虫と対策 (1)主要病害虫とその防除対策

５．農薬の種類と適正使用 (1)農薬の種類と作用機構，その適正使用

(2)ポジティブリスト制度

　主要農産物の各種病害虫や雑草による被害の診断手法と農薬による防除方法に関する知識を習得する。

科目内容

単元 授業内容

１．水田及び畑の主要雑草 (1)雑草の生態やそれが農業にもたらす影響

２．除草剤や耕種的雑草防除 (1)それぞれの作用機構と利用の仕方

３．普通作物の主要病害虫と対策 (1)主要病害虫とその防除対策

作物保護 専門科目 １学年後期

宮城大学食産業学部　教授　中村　茂雄　氏
宮城大学食産業学部　教授　中村    聡   氏

講堂

講義 選択

講師が配布する資料他

出席率７０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

講義日程
講義

視察

６．視察研修 (1)ＪＧＡＰ認証法人の視察見学

３．食品安全と労働安全 (1)栽培工程管理等

４．リスク評価と対策 (1)リスク評価と記録

５．環境保全と労務管理、経営管理 (1)周辺環境への配慮及び地域社会との共生等

講義 必修

　GAPの考え方や仕組み、内容を理解し、ケーススタディーを交えながらＪＧＡＰの管理点、適合基準を理解する。

科目内容

単元 授業内容

１．ＧＡＰ概論Ⅰ (1)ＧＡＰの基礎とその必要性

２．ＧＡＰ概論Ⅱ (1)国内外のＧＡＰを取り巻く状況

GAP講座 専門科目 １学年後期

中川　宏昭　氏
株式会社アルトスケープ代表取締役社長をＧＡＰコンサルタント実務経
験者として招聘

講堂



科　目　名 時　期

講　　　師 教　　室

単　位　数 １ 時間数 １５ コマ数 ７ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

10/13(木) 3校時 12/15(木) １校時 1/17(火) ３校時

10/21(金) 3校時 12/7(水) 1～3校時

科　目　名 時　期

講　　　師 教　　室

単　位　数 ２ 時間数 ３０ コマ数 １５ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

4/15(金) 1校時 5/6(金) 2校時 6/17(金) １校時 7/22(金) 3校時

8/17(水) 2校時 8/25(木) 2校時 8/30(火) 3校時 11/28(月) ２校時

12/13(火) １校時 1/19(木) ３校時 2/2(木) 3校時

7/11(月) 1～4校時

講義日程
講義

視察

7．農業金融 (1)資金繰りと制度資金の活用

8．経営分析 (1)経営指標に基づく経営改善の手法

講師が配布する資料

出席率８０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

4．優良経営体研究 (1)優良経営体の経営内容と経営戦略

5．販売と流通 (1)農畜産物の集荷，流通，消費の仕組み

6．農業政策 (1)農業経営をサポートする関係機関と役割

　先進的な農業経営を行う上で必要な基礎知識・理論を学ぶ。また，経営計画の樹立に必要な知識などを習得し，先進
的農業経営者，経営体を実地に学習する。

科目内容

単元 授業内容

１．農業経営の目的 (1)農業を取り巻く内的環境，外的環境

2．販売戦略 (1)農畜産物を高く売る仕組み，低コスト生産の工夫

3．経営形態 (1)家族経営，集落営農，農業法人等の特徴

農業経営 専門科目 １学年前・後期

農業大学校教務部職員 講堂

講義 選択

(2)古川農業試験場の試験研究の現状

(3)畜産試験場の試験研究の現状

４．農業における活用事例

講師が配布する資料

出席率７０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

講義日程
講義

視察（農園研） 視察（古試等）

講義 選択

　バイオテクノロジーの基礎知識・技術及び農業における活用状況について学ぶ。

科目内容

単元 授業内容

１．バイオテクノロジーの歴史と現状

２．植物バイオテクノロジーの基礎知識

３．本県における試験研究の現状 (1)農業・園芸総合研究所の試験研究の現状

生物工学 専門科目 １学年後期

農業･園芸総合研究所園芸環境部職員，古川農業試験場
作物育種部職員，農業大学校畜産学部職員

講堂



科　目　名 時　期

講　　　師 教　　室

単　位　数 １ 時間数 １５ コマ数 ７ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

10/13(木) 4校時 10/20(木) 4校時 11/10(木) 4校時 12/15(木) 4校時 1/19(木) 4校時

2/2(木) 4校時 2/9(木) 4校時

科　目　名 時　期

講　　　師 教　　室

単　位　数 １ 時間数 １５ コマ数 ７ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

10/19(水) 1校時 11/28(月) 1校時 12/14(水) 3～4校時 12/16(金) 3校時

1/17(火) 1校時 1/30(月) 4校時

(2)土壌診断の進め方

「土づくりと作物生産」（日本土壌協会），講師が配布する資料他

出席率７０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

講義日程 講義

(2)土壌改良と土壌改良資材の特性

(3)肥料の種類と施肥法

４．土壌診断の内容と進め方 (1)土壌診断の種類と内容

２．土壌の化学性,物理性,生物性 (1)土壌の化学性

(2)土壌の物理性

(3)土壌の生物性

３．作物の生育障害及び土壌･施肥管理 (1)生育障害の発生タイプ

農業大学校園芸学部長 講堂

講義 選択

　土壌及び肥料に関する基礎知識を習得し，作物栽培上必要な施肥，土壌改良法等について学習する。

科目内容

単元 授業内容

１．作物の健全な生育と土壌環境 (1)土壌の役割及び種類

講師が指示・紹介する書籍等

出席率７０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

講義日程

土壌肥料 専門科目 １学年後期

５．事例：穀物需給と国際取引 (1)世界と日本の穀物需給，穀物取引

６．技術とイノベーション (1)科学技術と社会：遺伝子組換え作物を素材に

７．起こりつつある変化と将来展望 (1)食料と農業の将来をどう考えるか

２．世界を見る視点 (1)世界の農業と食料事情を見るための基本的視点

３．農業の現状と多様性・不確実性 (1)現代社会と食料・農業における多様性と不確実性

４．事例：ｱﾒﾘｶの食品ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ (1)ｱﾒﾘｶの食料生産ｼｽﾃﾑで何が起こっているか

宮城大学食産業学部　教授　三石　誠司　氏 講堂

講義 選択

　現代社会における食料生産基盤としての農業の動向を理解するとともに，国際的に見た農産物の流通や諸外国の動
向を通じて，日本農業を含めた世界の将来像を理解する。

科目内容

単元 授業内容

１．世界の食料事情と課題 (1)食料・農業をめぐる世界的状況の理解

国際農業 専門科目 １学年後期



科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 １ 時間数 ３０ コマ数 １５ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

講義日程 2/24(金) 1～4校時 2/27(月) 1～4校時 2/28(火) 1～4校時 3/1(水) 1～3校時

科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 １ 時間数 １５ コマ数 ７ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

講義日程 4/13(水) 4校時 4/14(木) 1～2校時 5/16(月) 3～4校時 5/20(金) 3～4校時

講師が配布する資料

出席率７０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

(3)いくらで売るか

(4)コミュニケーションの進め方

(3)ニーズの探り方

２．マーケティングの応用 (1)新製品誕生まで

(2)流通経路を組み立てる

講義 必修

　マーケティング手法を学び，自社及び地域の農産物や商品の特徴を活かして有利に販売するための知識と技術を習
得する。

科目内容

単元 授業内容

１．マーケティングの基礎 (1)マーケティングとは

(2)成長分野を探す

講師が配布するテキスト

欠席していない学生に対し，学科試験及び実技試験で評価する。

マーケティング 専門科目 ２学年前期

宮城大学食産業学部　教　授　川島　滋和　氏
宮城大学食産業学部　講　師　紺屋　直樹　氏

講堂

　フォークリフト（１ｔ以上)の操縦技能を習得するために必要な教習を行う。

科目内容

単元 授業内容

１．学科教習

(1)基本操作等

(2)関係法令等

(3)オペレーターの心構え等

２．基礎技能 免許取得練習

フォークリフト運転技能 専門科目 １学年後期

成沢　多美治　氏　ほか
一般社団法人建設技能教習協会理事・技能教習講師を実務経験者と
して招聘

講堂，トラクターコース

演習 選択



科　目　名 時　期

講　　　師 教　　室

単　位　数 １ 時間数 ３０ コマ数 １５ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

4/12(火) 2校時 5/16(月) 1～2校時 5/18(水) 1～2校時 5/19(木) 1～2校時 6/7(火) 1～2校時

6/8(水) 1～2校時 6/28(火) 1～2校時 6/29(水) 1～2校時

科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 １ 時間数 ３０ コマ数 １５ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

１学年；アーク溶接 3/7(火) 1～4校時 3/8(水) 1～4校時

２学年；ガス溶接 11/28(月) 1～4校時 11/29(火) 1～3校時

講師が配布する資料

欠席していない学生に対し，学科試験及び実技試験で評価する。

講義日程

２．アーク溶接 (1)学科教習，学科試験

(2)実地教習

演習 選択

　溶接（ガス・アーク）技能を習得するために必要な教習を行う。

科目内容

単元 授業内容

１．ガス溶接 (1)学科教習，学科試験

(2)実地教習

講義日程

溶接 専門科目 １学年後期・２学年後期

照井　高司　氏　ほか
一般社団法人建設技能教習協会技能教習講師を実務経験者として招
聘

５０１教室，講堂　ほか

（6）My Branding講座（独自ブランドを確立するには、）

講師が配布する資料

出席率80％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

（2）経済学入門（健全経営を目指すための予備知識）

（3）SDGsという視点から捉える新しい農業像

（4）多様な農産物流通を考える～今、ネット販売がおもしろい！～

（5）行動経済学が明かす「人がそれを選ぶわけ」

（2）人生の目的について考える

２．営農計画 （1）営農計画例にみる生活設計の立て方

志田　正次　氏
元ＪＡいしのまき東松島地域本部長を実務経験者として招聘 講堂

演習 必修

　営農計画の講義は、単なる「就農計画」を作成することに限ることなく、「人生のマスタープラン」策定に資する知識の習
得と活用をその狙いとする。

科目内容

単元 授業内容

１．生活設計 （1）オリエンテーションと基調講演「判断力の鍛え方」

営農計画 専門科目 ２学年前期



科　目　名 時　期

講　　　師 教　　室

単　位　数 １ 時間数 １５ コマ数 ７ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

講義日程 5/20(金) 1～2校時 6/10(金) 1～2校時 6/30(木) 1～2校時 7/1(金) 2校時

科　目　名 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 １ 時間数 ４５ コマ数 22 区分

科目目標

(3)実技模擬試験

(4)免許センター実技試験

使用教材

評価方法

10/21(金) ～ 10/28(金)

9/7(水) ～ 9/15(木)

8/25(木) ～ 9/1(木)

8/25(木) ～ 9/1(木)

「新版　農業機械の構造と利用」（農山漁村文化協会），講師の配布する資料

出席率９０％以上の学生に対し，受講態度及び受験の合否で評価する。

講義日程

水田経営学部

園芸学部

畜産学部

アグリビジネス学部

２．トレーラーのけん引操作実習 (1)直線後進

(2)方向変換

(3)Ｓ字走行

３．トレーラーのけん引操作による総合運転 (1)トラクター運転コースの走行

(2)適性検査（深視力検査）

農業大学校研修班職員 トラクター運転コース　等

実習 選択

　トラクターのけん引免許(農耕車限定)取得のための操作技術を習得する。

科目内容

単元 授業内容

１．トレーラーのけん引操作について (1)けん引トレーラーの基本操作方法

７．健康食品等 いわゆる健康食品，機能性表示食品等

１．「消費者問題年表」及び「消費者問題の歴史（解説等）」
上記２つを消費者庁ウェブサイト（https://www.kportal.caa.go.jp/consumer/history/index.html）から、各自ダウンロードし
て利用のこと。
２．「これだけは知っておきたい食べものの話（改訂版）」(板倉ゆか子監修/全国消費生活相談員協会，2016年3月)

出席率７０％以上（全7コマのうち5コマ以上）の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

大型トラクターけん引 専門科目 ２学年後期

４．食の安全　③ 残留農薬，遺伝子組換え食品，BSE等

５．食品の表示　① 食品表示に関する法律，生鮮食品の表示

６．食品の表示　② 加工食品の表示

食品事件と消費者の権利

２．食の安全　① 食の安全を守る仕組み

３．食の安全　② 食品のリスク分析とリスク管理

食中毒，食物アレルギー，食品添加物

農学博士　澁谷　樹氏　　　　実務経験者として招聘 講堂

講義 選択

　高度に分業化が進んだ私たちの国では，人は，ある面では事業者であっても，他の面では消費者でもある。とりわけ，
食品に関しては，ほぼ全ての人が消費者の側面を持つ。
　本講では，消費者の立場から食の安全・安心に関する知識と理解を深める。

科目内容

単元 授業内容

１．食品と消費者 消費者問題の歴史

食の安全・安心 専門科目 ２学年前期



科　目　名 時　期

講　　　師 教　　室

単　位　数 １ 時間数 ３０ コマ数 １５ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

4/15(金) １～２校時 5/18(水) 3～4校時 6/6(月) 3～4校時 6/9(木) 1～2校時 6/27(月) 1～2校時

6/29(水) 3～4校時 6/30(木) 3～4校時 7/1(金) 1校時

科　目　名 専攻科目 時　期

講　　　師 教　室

単　位　数 ２ 時間数 ７５ コマ数 ３７ 区分

科目目標

使用教材

評価方法

(2)教育施設，農場･加工場等の視察

４．まとめ 報告書の作成

講師が配布する資料

事前学習の受講態度，研修態度，報告書等により評価する。

講義日程
演習

海外農業研修

(1)視察先の事前調査（地理，気候，農業等）

(2)簡単な語学学習(日常会話，専門用語)

(3)ファームステイについて（自己紹介文作成）

３．視察研修 (1)ファームステイ（交流，体験研修）

(演習・実習） 選択

　外国の農業を直接見聞することにより，現地の革新的な技術や経営を学ぶ。また，外国の社会や文化にふれることによ
り，幅広い国際感覚を身に着け日本人としての教養を高める。

科目内容

単元 授業内容

１．国際感覚を身につける (1)外国の文化を自分の目で見ることにより，日本では知り得ない本物の
価値を味わう。

２．事前学習

講義日程

海外農業研修（R03入校生は中止） ２学年前・後期

農業大学校職員 現地，講堂,５０２教室，視聴覚室など

(3)割賦販売

5.その他取引 手形，固定資産，引当金など

「全経簿記能力検定試験公式問題集２級（第３版）」（ネットスクール出版）
「全経簿記公式2級テキスト（第３版）」（ネットスクール出版）

出席率８０％以上の学生に対し，受講態度及び試験・レポート等で評価する。

(2)伝票会計

4．特殊商品売買 (1)未着品

(2)委託販売

(2)収益・費用の繰延べ・見越し

(3)財務諸表

3．帳簿組織・伝票会計 (1)特殊仕訳帳，二重仕分

　演習を通して複式簿記の原理と記帳の理解を深め，全経簿記２級以上の取得を目指す。

科目内容

単元 授業内容

１．株式の発行 (1)株式会社の資本構成

(2)株式の発行

２．決算 (1)税金の処理，売上原価の算定

簿記演習 専門科目 ２学年前期

竹村　幸生　氏
仙台大原簿記情報公務員専門学校職員・実務経験者として招聘

講堂

演習 選択


